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資料３
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議題１

北海道・札幌冬季競技団体連絡会議
について

札幌市
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項 目 今後の在り方 現 状

組 織 名 北海道・札幌冬季競技団体連絡会議 冬季オリンピック・パラリンピック競技団体連絡会議

目 的
世界屈指のウインタースポーツシティの実現とその効果の道内への波及に向け、冬季

競技団体等が意見交換及び連絡調整等を行う

冬季オリンピック・パラリンピック競技大会の札幌招致に向け、立候補ファイル等の作成に向

けた意見交換や国際競技連盟等との連絡調整、及び招致気運醸成などを行う

取 組

次のことを議題とする

① 冬季国際大会の誘致

② 冬季競技の普及・振興

③ アスリートの発掘・育成

④ その他、世界屈指のウインタースポーツシティの実現とその効果の道内への波及

に向けた取組

次の活動を進める
① 立候補ファイル等の作成に向けた意見交換
② 北海道、市、冬季オリンピック・パラリンピック札幌招致期成会等と連携した国、関係機
関への要望活動

③ 国際競技連盟等との連絡調整
④ アスリートを活用した招致気運の醸成
⑤ 国際大会等の招致活動
⑥ その他 冬季オリンピック・パラリンピック招致に関すること

委 員

① 北海道・札幌の各冬季競技団体の会長（延べ14名）

② 北海道障がい者スポーツ協会会長・札幌市障がい者スポーツ協会会長

③ 北海道スポーツ協会専務理事・札幌市スポーツ協会理事長

① 北海道・札幌の次の冬季競技団体の会長（延べ14名）
スキー連盟、スケート連盟、アイスホッケー連盟、ボブスレー・スケルトン連盟、
リュージュ連盟、カーリング協会、バイアスロン連盟

② 札幌市障がい者スポーツ協会会長

会長
副会長

① 会 長：北海道スキー連盟会長

② 副会長：北海道スケート連盟会長、北海道アイスホッケー連盟会長

① 会 長：北海道スキー連盟会長

② 副会長：北海道スケート連盟会長、北海道アイスホッケー連盟会長

会 議
① 会長が開催を決定する（少なくとも年に１回は開催）

② 会議は原則公開とする

① 会長が開催を決定する（開催は不定期）

② 会議を公開する旨の記載はなし

部 会 必要に応じて設置する 必要に応じて設置する

事 務 局 事務局を北海道環境生活部スポーツ局及び札幌市スポーツ局スポーツ部内に置く 事務局を招致推進部内に置く

北海道・札幌冬季競技団体連絡会議について

設置要領改正（赤字が変更点）
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北海道・札幌冬季競技団体連絡会議について

委員名簿（赤字が新たな委員）

4

役職 北海道・札幌冬季競技団体連絡会議 冬季オリンピック・パラリンピック競技団体連絡会議

会長 北海道スキー連盟 会 長 北海道スキー連盟 会 長

副会長 北海道スケート連盟 会 長 北海道スケート連盟 会 長

〃 北海道アイスホッケー連盟 会 長 北海道アイスホッケー連盟 会 長

委員 北海道ボブスレー・スケルトン連盟 会 長 北海道ボブスレー・スケルトン連盟 会 長

〃 北海道リュージュ連盟 会 長 北海道リュージュ連盟 会 長

〃 北海道カーリング協会 会 長 北海道カーリング協会 会 長

〃 北海道バイアスロン連盟 会 長 北海道バイアスロン連盟 会 長

〃 北海道スポーツ協会 専務理事 札幌スキー連盟 会 長

〃 北海道障がい者スポーツ協会 会 長 札幌スケート連盟 会 長

〃 札幌スキー連盟 会 長 札幌アイスホッケー連盟 会 長

〃 札幌スケート連盟 会 長 札幌ボブスレー・スケルトン連盟 会 長

〃 札幌アイスホッケー連盟 会 長 札幌リュージュ連盟 会 長

〃 札幌ボブスレー・スケルトン連盟 会 長 札幌カーリング協会 会 長

〃 札幌リュージュ連盟 会 長 札幌バイアスロン連盟 会 長

〃 札幌カーリング協会 会 長 札幌市障がい者スポーツ協会 会 長

〃 札幌バイアスロン連盟 会 長

〃 札幌市スポーツ協会 理事長

〃 札幌市障がい者スポーツ協会 会 長



議題２

第２期札幌市スポーツ推進計画（案）における
ウインタースポーツ普及の取組について

札幌市
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スポーツの力でまちの未来を切り拓く
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第２期札幌市スポーツ推進計画（案）におけるウインタースポーツ普及の取組について

⑴ 計画の策定について

「札幌市スポーツ推進計画（改定版）」の計画期間が終了するとともに、札幌市を取り巻くスポー
ツ環境にも変化が生じていることなどを踏まえて、新たな計画の策定作業を進めている状況

⑵ 計画の体系

基本理念

基本理念達成のための３つの目標

成果指標
現状値 目標値

R4(2022) R15(2033)

ウインタースポーツ

実施率（18～49歳・

年1回以上）

18.9％ 30.0％

成果指標（ウインタースポーツ関連）

目標１ 目標２ 目標３

スポーツを通
じて市民が生
き生きとくら
すまち

ひととひとが
スポーツでつ
ながる共生の
まち

スポーツによ
りにぎわいが
あふれている
まち

8つの方針 19の施策
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誰もが気軽に
ウインタース
ポーツを楽し
むことができ
る環境の充実

17
ウインタースポーツを体験できる機会
を充実します

18
ウインタースポーツ実施に向けた支援
を充実します

19 ウインタースポーツ拠点を構築します

施策体系（ウインタースポーツ部分抜粋）
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⑶ 目標達成に向けた方針・施策（ウインタースポーツ関連の主なもの）

方針８ 誰もが気軽にウインタースポーツを楽しむことができる環境の充実

ウインタース
ポーツを楽しむ
ことができる機
会を充実します

ウインタース
ポーツ実施に向
けた支援を充実

します

ウインタース
ポーツ拠点を構

築します

施策17 施策18 施策19

➢ スノーリゾート推進事業【新規】

➢ 総合型ﾊｲﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰや大学、アスリート、
競技団体等との連携強化【継続】

➢ 国際大会などの誘致・開催【レベルアップ】

➢ 大倉山ジャンプ競技場の機能向上【新規】

大倉山ジャンプ競技場で引き続き国際大会を
誘致するため、国際競技規則に適合するための
改修を実施します。

➢ ウインタースポーツ実施時の利用料金等の助成
【レベルアップ】
市内の小学生を対象にスキーリフト料金、
市内の小中学生を対象にスケート場の貸し靴
料金を助成します。
また、未就学児とその親にスキー用具の
レンタル料金を助成します。

➢ スポーツ練習施設の整備補助【レベルアップ】
ウインタースポーツ施設を民間企業等が整
備する際に、整備費の一部を補助します。

➢ スポーツ施設を戦略的に活用したアスリートの発
掘・育成【レベルアップ】

体力測定会等により優れた素質を有する子供
たちを早期に見出し、競技へとつなげていきます。
また、日常的なアスリートからの指導等を実施
することで、次世代のトップアスリートを育成し
ます。

➢ ウインタースポーツ塾の
      開催【レベルアップ】

小学生を対象として、
様々なウインタースポー
ツが体験できる機会を
創出します。

➢ 施設の更新に併せたスポーツ実施環境の改善
【レベルアップ】

老朽化した美香保体育館の更新に併せて、新たに通年
型スケートリンクと専用カーリングリンクを備えた
施設を整備します。

第２期札幌市スポーツ推進計画（案）におけるウインタースポーツ普及の取組について

※一部、他の方針等に含まれるウインタースポーツ関連の取組も記載しています。



大規模国際競技大会誘致に向けた取組

取組の成果

短期的目標 長期的目標 最終的目標

単一種目の世界大会 レガシーの活用期

【目標】
・ステークホルダーとの関係維持、強化
・開催運営能力に対する信頼確保
・市民のスポーツ大会に対する関心向上

【目標】
・世界最高峰のスポーツを市民に提供
・IF・NFと連携し、社会的課題へのメッ
セージを開催都市として発信

【目標】
・大規模国際競技大会誘致のレ
ガシーを活かして、札幌市が抱え
る社会的課題の解決に活かす

2030招致レガシーであるNF・IF・企業との連携強化

コミッション事業による運営能力維持
 NFとの信頼関係の深化

市民の国際大会に対する関心の向上・信頼回復

大規模国際競技大会
の誘致成功と円滑な

開催

＜まちの未来像＞
・まちの活性化
・ウインタースポーツ人口の拡大
・トップアスリートの輩出
・各種取組を支える環境整備

「世界屈指のウインター
スポーツシティ」の実現

中期的目標

【目標】
・世界最高峰の祭典を市民に提供
・IOCなどと連携し、社会的課題への
メッセージを開催都市として発信

5年1～3年 大規模総合国際競技大会単一競技の世界選手権 10年
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議題３

さっぽろスノースポーツフェスタ2025への
協力について

札幌市
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さっぽろスノースポーツフェスタについて

・ウインタースポーツの観戦文化の醸成

・ウインタースポーツの普及振興

・札幌ならではの新たな冬の賑わいの創出

目 的

過去大会

日 時：2020年2月16日

会 場：大通公園6～10丁目

参加者：6,300名

日 時：2023年2月11日

会 場：真駒内屋外競技場・豊平川河川敷

参加者：359名（コロナで規模縮小）

【大通公園大会 2020】 【真駒内公園大会 2023】 【豊平川河川敷大会 2024】

日 時：2024年2月11日

会 場：豊平川河川敷(南大橋付近）

参加者：2,928名 10

さっぽろスノースポーツフェスタ2025への協力について



さっぽろスノースポーツフェスタのコンテンツ

クロスカントリー競技大会
（ジュニア・パラの部）を開
催し、競技の迫力に間近で触
れることで、応援・観戦する
楽しさを感じてもらう

クロスカントリー競技大会 ウインタースポーツ体験会 賑わいイベント

各種体験会を通じて、ウイ
ンタースポーツの魅力を感じ
てもらい、すそ野拡大につな
げる

観戦文化

キッチンカーブースやス
テージイベント（着ぐるみ
ショー、パラアスリート交流
会など）により、賑わいの創
出を図る

スポーツ振興 賑わい創出
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さっぽろスノースポーツフェスタ2025への協力について



ウインタースポーツ体験会コンテンツ

スキー

大通公園大会 2020

種目数：４種目
スキー、スノーボード、クロスカン
トリー、スノーシュー

種目数：５種目
スキー、スノーボード、クロスカント
リー、スノーシュー、シットスキー

真駒内大会 2023

バイアスロン

スノーボード クロスカントリー スノーシュー

アイスホッケー カーリング シットスキー

種目数：８種目
スキー、スノーボード、クロスカント
リー、スノーシュー、バイアスロン、
アイスホッケー、 カーリング、シット
スキー

豊平川河川敷大会2024

豊平川河川敷大会2024の様子（８種目）
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さっぽろスノースポーツフェスタ2025への協力について



「さっぽろスノースポーツフェスタ2025」への協力について

日 程：2025年2月上旬

会 場：札幌ドーム

さっぽろスノースポーツフェスタ2025

競技団体連絡会議の皆さんへのお願い

「さっぽろスノースポーツフェスタ2025」では、 「競技団体連絡会議」のみ
なさんと連携し、体験会コンテンツのさらなる充実化を図っていきたいと考えて
おります。（昨年度８種目→今年度の種目数増）

【お願い事項】
・指導員の派遣 ・オリンピアンの派遣 ・用具の貸出 など

みなさんへの協力依頼については、イベントの詳細が決まった段階で改めて個
別に相談させていただきます。
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さっぽろスノースポーツフェスタ2025への協力について



議題４

総合型ハイパフォーマンススポーツ
センター誘致への取組について

札幌市
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アンケート調査の実施について

・総合型ハイパフォーマンススポーツセンター（HPSC）の

札幌市への誘致について、2016年に構想案を作成し、
国への重点要望を継続している

・時間の経過に伴い、誘致する施設に必要な設備・機能の変化が
想定されるため、改めてニーズを調査し、誘致する施設のあり方を
検討する

・冬季競技アスリート
・冬季競技団体

目的

調査対象

15

総合型ハイパフォーマンススポーツセンター誘致への取組について



アンケート調査の概要について

対象：本競技団体連絡会議の冬季競技団体（北海道）に所属し、
HPSCまたはNTC競技別強化拠点を利用したことがあるアスリート

冬季競技アスリート

冬季競技団体

対象：本競技団体連絡会議の冬季競技団体（北海道・札幌市）

スケジュール

6～７月 各競技団体との調整

7～９月 アスリート・競技団体への調査
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総合型ハイパフォーマンススポーツセンター誘致への取組について
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